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令和２年第２回小国町教育委員会会議録 

 

 

１ 開催年月日  令和２年３月５日（木） 

 

１ 開催の場所  おぐに町民センター ２階会議室 

 

１ 開   会  ３月５日 午後１時３０分 

 

１ 閉   会  ３月５日 午後３時３０分 

 

１ 出 席 委 員  教 育 委 員  田 代 篤 雄 君 

 

         教 育 委 員  梅 田 聖 子 君 

 

                  教 育 委 員  横 尾 祐 輔 君 

 

         教 育 委 員  千 明 和 浩 君 

 

         教 育 長  麻 生 廣 文 君 

 

１ 出 席 職 員  事 務 局 長  石 原 誠 慈 君 

 

         事 務 局 次 長  久 野 由 美 君 

 

学 校 教 育 係 長  後 藤 栄 二 君 

 

         社 会 教 育 係 長  宮 本 竜 二 君 
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議事の経過（R2.3.5） 

 

教育長（麻生廣文君） ただいま、出席委員は全委員です。定員数に達しております

ので、令和２年第２回小国町教育委員会会議を開催いたします。 

 

(午後１時３０分) 

 

教育長（麻生廣文君） 議事日程につきましては、お手元に配布してあるとおりです。 

日程第１ 会議録の署名の指名については、小国町教育委員会会議規則第１９条第

２項の規定により、本日出席の教育委員全員及び会議録を調整する職員の署名とし

ます。 

日程第２ 会期の決定についてお諮りいたします。会期は本日１日といたしたいと

思いますが、これに異議ございませんか。 

 

教育委員（全員） はい。 

 

教育長（麻生廣文君） 異議なしと認めます。よって会期は本日１日と決定いたしま

す。 

日程第３ 教育長報告について。３月２日に臨時の教育委員会を開いていますが、

非公開でございますので改めてあの中で預かった内容に若干触れながら大きく３

点申し上げたいと思います。その大きな１点目の１点目はコロナウイルス感染症予

防についてでございます。皆様方ご承知の通り学校が休校中でございます。内容は

省きます。2 点目、今後３月１５日以降についてといったところでは、管内また県

内の状況等を見ながら休校を続けるかあるいは登校に変えるかいろんな事を検討

していきたいと思っています。３点目は卒業式の簡素化がございます。内容は省き

ます。４点目、併せまして退任式等もございますが式等の簡素化を図りたいと考え

ております。これにつきましては後程またご提案申し上げたいと思います。５点目

就任式、この事につきましては、簡素化の方向でという事で県教委から要請が来て

いますので、その内容等をお知らせし、皆様方のご意見をいただければと思ってい

ます。１点目の６番目、学童クラブとの関係について簡単に申し上げます。学童ク

ラブは小学校の１，２，３年生について開いておりますけども、保護者の休校中の

児童の見守りができない家庭につきましては学童クラブの保護者会の決定により

学童クラブの方で終日見るという事でございます。新たな登録は行わないというこ

とで、その学童クラブに属していない子供でどうしても保護者が見れないという場

合どうするかということが問題になりましたけども、その事につきましては学校に

相談をすることという事で上げております。中学校も特段に配慮の必要な子ども、

持病がある子供等については相談にのりますということで小学校中学校共に全保

護者あてに一斉配信を行っております。スマホ等で配信を行い、今の状況で相談体

制を整えているところでございます。この事につきましては、小学校で１件相談が
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ありましたが、それは学校生活に、やっと慣れてきたところがあったので子供を預

かってもらえないかという事で、特別支援学級の保護者からの相談がありましたが、

休校の意義に照らしてそのことについては再考していただきたいと保護者に話し

ていただき、納得していただいています。もし、今後その子供につきましては、学

校に今せっかく慣れていますのでそれが壊れることがないよう続けていきたい、又

は春休み等にどうしても必要な時は春休み等に行うなどそれなりの対応策を提示

して保護者に納得してもらっています。大きな１点目はコロナウイルス関係の予防

についての事でございました。大きな２点目。今後の対応あるいは考えておかなけ

ればならない事について、３点申し上げます。１点目は小国郷内で感染者が出た場

合ということでございます。これは、町を挙げた取り組みになっていくかと思いま

すが、教育委員会としましてもそれなりの対応策を考えておく必要があるかと思っ

ています。またその中でも、保護者あるいは児童生徒あるいは教職員にウイルスが

出た場合となりましたら、さらにワンランク上げた取り組みが必要になってくるの

かなと思っています。２点目、今後の事でございますが休校が長引きますので、１

人１人の児童生徒への学力保障、この事については今後しっかり考えていく必要が

あるかと思っています。これは長い取り組みを考えていく必要が、特にあると思っ

ているところです。３点目生徒指導の充実も大変大きな問題にならないようにしっ

かり対策を考えておく必要があると思っているところです。休みが長くなりますと

子どもたちが大きな生徒指導上の問題を起こす事のないように、学校からしっかり

指導をしていただいているところではありますけど、安心はできない状況で危機感

を持って毎日を見守る必要があると思っています。あわせて体力の増進とかゲーム

などに没頭したりなどいろんな生活習慣、生徒指導にかかわるような問題について

もしっかり考えておく必要があると思っています。これが大きな２点目です。最後

に大きな３点目。新年度に向けた取り組みについて話をいたします。先日小国小中

学校で小中一貫のまとめの、チーム小国の教育の最後の集まりがございました。そ

こで私も参加いたしまして先生方に１年間のお礼とあわせて次年度についての教

育委員会としての方策や見通しについてお話をさせていただきました。その内容は、

小国の教育チャレンジプランを基盤にして次年度は５点取り組んでいきたいと申

し上げたところです。１点目が、授業改革のプログラムを進める。２点目がＩＣＴ

導入のプログラムを進めるという事。３点目が全学調、県学調、学校ごとの学力調

査でございますが学力調査の改善のプログラムを進めるという事。４点目は小国学

の改善のプログラムを進めるという事、これは先生方に特にカリキュラム等でがん

ばっていただきたいという事で申し上げました。５点目は英語教育の充実プログラ

ムを進めるという事で、チャレンジプランの中でも目玉でございますがその部分を

しっかりとりあげてプログラムとしてしっかり先生方に意識付け意欲付けを行い

ながら取り組んでいきたいというところで話をしたところでございます。それぞれ

の細かい部分につきましては、本日省かせていただきますけども、ご質問なりいろ

んな改善等でご意見等がありましたら教えていただければありがたいと思ってい

ます。本日はこの３点を教育長の報告としてご報告いたします。 
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教育長（麻生廣文君） ただ今の報告事項について、質問あるいはご意見等あれば、

お願いします。 

 

教育委員（横尾祐輔君） 先ほどの話の大きい２番の中の２番で休校が長引く場合学

力の保障という話をされましたけども、実際授業がこの２週間以上確定的にできな

いのですけど、各学年最後で仕上げの重要な授業があってる時だと思うんですが、

学年度が超えてからその分を授業に持っていくとかありうるのでしょうか。 

 

教育長（麻生廣文君） 直接まだ深く学校長と連絡を取っていませんが、私的に話し

た部分では何らかの充実を図っていく必要があるという事。それが、１５日以降の

登校が可能であればその中でできる事、あるいは春休みまで休校が伸びたしりして

次年度でなければ取り組めない事とか、そうした部分含めて登校が始まればある部

分絞った形で特に中心になる部分を、まずは今年度中に押さえる部分があれば押さ

えたいと、ただ伸びた場合には次年度またがってもある面、長い目でしっかりその

学年で押さえるべき内容については例え異動があっても引き継ぎをきちんとした

うえでやっていく必要があるというところで共通理解は持って行っているところ

でございます。よろしいでしょうか。 

 

教育委員（横尾祐輔君）はい。 

 

教育長（麻生廣文君）他ございませんか。 

 

教育委員（千明和浩君）１５日まで休校という事で、それ以降検討中という事なので

すが、いつ位に判断を予定されていらっしゃるのでしょうか。 

 

教育長（麻生廣文君）本教育委員会で判断をしようと思ったら主体性は私どもにござ

いますのでしてもいいのですが、これはやはり、国全体とか県の動き、特に県教委

あたりの申請や要請等、そうしたものも踏まえながらやりたいと思っております。

その要請がいつ頃来るかというのが今のところまだ不確かでございますけども、ま

ず１１、１２日位までにはきちんとしたものがある程度示されるのじゃないかと思

っております。それを基に考えていくという事。併せて管内状況等もありますので

隣近所の市町村でございますので、ある程度足並みをそろえていく必要はあるかな

と思っているところです。このあたりまでになんらかの要請などをいたしますとい

うとこについては、まだまいっておりませんので、具体的にギリギリになるかもし

れないといろいろなことを考えているところです。先日の木曜日に安倍総理が突然

の記者会見で話がでて、金曜日１日でいろんな事を対応していったことを考えれば、

もう少し余裕が欲しかったなという気持ちはあります。１日、２日前にやっていた

だけるとありがたいですけども。 

 



 

 5 

教育委員（千明和浩君） 今休校中じゃないですが。どういう形で伝達されるのです

か。 

 

教育長（麻生廣文君） その部分は今回の、例えば児童クラブの事等も実際には一斉

配信でやっております。全家庭入っているということを確認しています。安心メー

ルの一斉配信で行っています。 

 

教育委員（千明和浩君）全員が受信できる状態ということですね。 

 

教育長（麻生廣文君）はい。１００％入っているということで、配信で行っています。

ひとつは家庭訪問等も考えましたが、それでは一斉休校の意味もなくなるかなとい

うところで、職員は家庭訪問をしていろんなお知らせを持っていきますという事を

伝え聞いてはいたんですけども、まずは一斉配信で１００％であればそれで行きま

しょうという事で、臨時校長会では諒解を得ております。 

 

教育委員（梅田聖子君） 今の期間中の例えばテレビで見る限りでは、学習は宿題の

ような課題が出されているというふうに聞いたのですけども、小国町では小学校・

中学校どのような対応で、宿題等がでているかというのを聞きたいと思います。 

 

教育長（麻生廣文君）まず、中学生においてはかなり自立しておりましていろんな問

題集、教科がらみの特に主要の５教科についてはドリルあるいは問題集等を配布し

ているので進めると、夏休み中に長期休業を送るといった時の進め方を子ども達は

しておりますのでその方法で取り組むといったところで進めております。ただ小学

校、こちらは夏休み前にはもちろんいろんな指導をして行っておりまして、今回も

小学校の場合は２９日にたまたま登校日をひとつずらしておりましたので、その中

で指導しておりますけども緊急でありましたので十分でないにしても、普通の長期

休業中に倣うような形での指導はなんとかできたというようなところだと思いま

す。これは小国小につきましては土曜日に授業参観等を計画していたことで、火曜

日を休みにしていましたので土曜日まで登校になっておりました。本当は全国一斉

に土曜日からどこも休みだったんですけども、その判断を少し悩んだところもあり

ましたが、校長と協議の上、いろんな課題を出したり生徒指導上の問題等も心配さ

れましたので、指導をきちんとする上においてもそのまま子どもたちを土曜日に出

してここは中学校と対応が異なったわけですけどもそういったことで進めました。

長期休業の前の指導については、その１日はすごく逆に助かったという形でおりま

す。他またありましたら、のち程でもよろしくお願いします。 

 

教育長（麻生廣文君） それでは、次に移りたいと思いますがよろしいでしょうか。

それでは、日程第４ 教育委員会事務局からの報告について事務局からお願いしま

す。 
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事務局長（石原誠慈君） それでは事務局の方からご報告いたします。まず、児童生

徒の表彰、後期分についての報告です。今年度も児童・生徒等表彰規則に基づきま

して、小学校から６年生の宮﨑直也君、安達瑠偉君の二人が推薦されました。この

２人は昨年１２月に徳島県で開催されました全国小学生バドミントン大会におい

て、ダブルスで３位という成績を収めています。また、中学校からは大森心櫻君、

佐藤穂菜美さんの２人が推薦されています。２人とも、ホッケー競技において中学

生の日本代表選手に選出されまして、昨年１２月に開催されましたオーストラリア

大会に出場しております。男女ともに日本が優勝したということを聞いております。

今回、小・中学校あわせて４名の子ども達が表彰を受けたので報告します。次に、

小国町文化財保護委員さんについてです。現在５名の文化財保護委員さんがおられ

ますが、全員の方の任期が今月末までとなっておりましたが、引き続き、５名全員

の方がお引き受け頂きましたので、任期は２年となります。ここで報告させて頂き

ます。続いて、右肩に資料と書いてある資料をご覧ください。要綱の一部改正及び

新規策定についてです。一部改正が２つ、新規策定が２つあります。まず、小国町

立小・中学校部活動外部指導者要綱についてです。今年度小学校の部活動が社会体

育に移行したことに伴いまして、一部を改正したものです。１ページをお願いしま

す。変わった部分として、まず名称が小中となっていましたが、小学校部活動がな

くなりましたので、中学校部活動外部指導者要綱ということに変わっています。そ

れに伴って１条にぺージ部分が中学校に代わっております。追加されたものが第３

条です。外部指導者の身分は有償ボランティアにするというのが追加されました。

それと第５条の教育委員会が委嘱するとなっていましたが登録するに変わってい

ます。同じく第６条の第４項こちらも委嘱から登録するに変わっています。第９条

が新しく追加された部分でございます。以上が部活動に係る要綱の一部でございま

す。次に小国町地域学校協働本部運営委員会設置要綱第３条、先ほどと同じく登録

が変わっています。次のページをお願いします。次のページの第９条謝金の部分が

新たに追加された部分です。この要綱については以上が改正点となります。続いて、

小国町地域学校協働活動運営委員会設置要綱について、改正された部分が第３条、

今までが委任又は任命だったのが登録に替わっています。次のページ第９条、謝金

の部分が新たに追加されています。改正点は以上となります。新規で作成した分が

後ろについています。昨年度から行っております地域学校協働活動の事業実施に伴

い２つの要綱を制定しています。これは、後ほどご覧ください。事務局からの報告

は以上です。 

 

教育長（麻生廣文君） ただ今の事務局からの報告事項について、質問あるいはご意

見等あれば、お願いします。無ければ次に移りたいと思います。それでは、ただい

まから議事に入りたいと思います。 

日程第５ 議案第１号令和元年度（平成３０年度分）小国町教育委員会の事務に係

る点検評価報告についてを議題とします。事務局からの説明を求めます。 
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事務局長（石原誠慈君） 議案集の１ページをご覧ください。 

議案第１号 令和元年度（平成３０年度分）小国町教育委員会の事務に係る点検評

価報告について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定及び教

育長に対する事務委任規則第１条第１６項の規定により、令和元年度（平成３０年

度）分小国町教育委員会の事務に係る点検評価報告について、別紙のとおり提出す

る。令和２年３月５日提出 小国町教育長 麻生廣文。でございます。 

それでは、右肩に１と書いてある令和元年度教育委員会の事務に係る点検評価報告

書でございます。これは平成３０年度分ということで平成３０年４月１日～去年の

３月でございます。概要ですが、この報告書は地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第２６条に基づき平成３０年度に実施した教育委員会の事務事業について

点検評価員が点検及び評価を行い意見を付して議会に報告を提出するものです。２、

点検評価の対象は前年度ですので平成３０年度の教育委員会所管の事務事業とな

ります。３番目が点検及び評価の方法という事で（１）点検評価表というのが４ペ

ージから６ページについております。その点検表の実践項目を評価項目として点検

評価を行うということになります。（２）点検評価委員の委嘱ということで２名の

方に委嘱をしています。その下に２名の名前が掲載されています。２名の方に点検

評価員になっていただいています。４番目が点検及び評価の基準という事で段階と

しましてはＡ～Ｄ４段階となっています。次のページをお願いします。２ページ目

の上の方になります。会議を行った日でございます。実施日が令和元年１２月２０

日金曜日に点検評価を行っています。今年に入り１月１０日に報告書の作成を行っ

ています。６番が議会への報告で、点検評価の結果を議会に提出するということで、

来週から議会が始まりますので、その議会の中で提出させていただきたいと思いま

す。下のカッコは第２６条を掲載しています。続いて３ページ目が点検評価の流れ

となっております。４ページから６ページか評価表で４ページが学校教育に関係す

る部分でございます。５、６ページが社会教育に関係する業務でございます。最後、

7 ページに点検評価委員の意見書を載せてありますのでご覧いただきたいと思いま

す。こちらからの説明は以上でございます。 

 

教育長（麻生廣文君） ただ今の事務局からの説明について、質問あるいはご意見等

があれば、お願いします。 

 

教育委員（田代篤雄君）２ページの四角書きの中の真ん中の下に点検及び評価を行い

結果に関する報告書を作成するという風に書いてありますが、結果に対する報告書

の作成で４ページからはこういう事業の計画と実施しました報告ですね。それに対

する結果というのはこれに応じて行ったという結果であって、これに応じてこうい

うふうに学校変わりましたとか子ども達変わりましたという報告とはまた違うと

いう話ですか。結果という文言の解釈ですが。計画を行いこのような事業を行いま

したという自己点検評価とのっているのですけど、これはこれで完結ということ、

これを報告して２名の方にちゃんとやりましたという報告をしたという事ですか。 
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事務局（石原誠慈君）中身の事務について評価点検者がいて、評価していただいて、

完結という事です。 

 

教育委員（田代篤雄君）誤解のないよう聞いたところです。これで子どもたちの学力

が上がったとかいう報告なのかなと思ったので、それは学校でやるという事ですね。 

 

事務局（石原誠慈君）事務局の今の事業に関しての部分でございます。 

 

教育委員（田代篤雄君）そういう結果は少しずつわかってくるということですね。わ

かりました。 

 

教育長（麻生廣文君）大きく申し上げますと教育委員会の事務局、事務局の職員が自

分達の職務を遂行する上で目標を立てそれに対して自己評価を行いながらそして

事業を少しでも前に進めようというものです。それに対しては有識者等の点検評価

員に説明を申し上げて前回の評価も、実務者以外の評価も中に入れていただいたも

のです。これをもって委員さん方や議員さん方へ提出をするということで進めたも

のでございます。 

 

教育委員（横尾祐輔君）素朴な疑問ですが自己評価ですよね。職員さんは異動があり

ますよね。その評価というのは次の人にかわってくるということですか。 

 

事務局長（石原誠慈君）そうです。前年度の評価ですので。今回は３月の提出になり

ますが、実際には年度が始まって９月議会に提出できればと思います。今言われた

ように異動がありますので人が変わる事もあります。 

 

教育長（麻生廣文君）教育委員会総体としての評価を加味しているという事です。よ

ろしいでしょうか。 

 

教育委員全員 はい。 

 

教育長（麻生廣文君） 議案第１号について原案のとおり決することにご異議ござい

ませんか。 

教育委員全員 はい。 

 

教育長（麻生廣文君） 異議なしと認めます。よって議案第１号令和元年度（平成３

０年度分）小国町教育委員会の事務に係る点検評価報告については原案のとおりと

することに決定しました。 

日程第６ 議案第２号、令和元年度小国町一般会計補正予算（第５号）の教育に関

する事務に係る部分の意見聴取についてを議題とします。事務局からの説明を求め
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ます。 

 

事務局長（石原誠慈君） 議案集をご覧ください。議案第２号、令和元年度小国町一

般会計補正予算（第５号）の教育に関する事務に係る部分の提出のための意見聴取

について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定及び教育長に

対する事務委任規則第１条第１２項の規定により、別紙について、令和元年度小国

町一般会計補正予算（第５号）の教育に関する事務に係る部分の予算提出のための

意見を聴取する。令和２年３月５日提出 小国町教育長 麻生廣文でございます。 

 それでは、資料の右肩の２と書いてある令和元年度小国町一般会計補正予算（第５

号）」（教育予算抜粋）をお願いします。まず、２ページ歳出の方から説明します。 

項の１、教育総務費、事務局費補正額６０万円減額、小中高連携事業推進費補正額

２０万円減額、ともに年度実績による減額分でございます。次に、その下になりま

す。項の３小学校費、学校管理費補正額９６４万２千円、主なものとして、１５工

事請負費の空調機設置工事４００万円減額、これは、今年度エアコン設置工事を実

施した際の入札額による減額分です。それと情報通信ネットワーク環境施設整備工

事１４７０万円。現在、国、文部科学省が進めているギガスクール構想の実現とい

う施策があります。その中で、現在、国が示しているのが、今後計画的に令和５年

度までに児童生徒１人に１台の端末を整備していくということを踏まえまして、今

回校内通信ネットワーク整備事業として高速大容量の通信ネットワーク無線ＬＡ

Ｎを整備するものです。阿蘇郡市内でも今年度の補正、あるいは令和２年度予算化

をしている状況です。予算自体は繰り越しとなり、工事自体は令和２年度の実施と

なります。続いて、２の教育振興費５６万円減額補正です。これは、就学援助認定

者数の実績による減額分でございます。３ページをお願いします。中学校費、学校

管理費補正額５８５万円でございます。主なものとして、１報償、２００万円の減

額です。学習支援員欠員によるものです。それと、小学校費と同様の１５工事請負

費の中の空調機設置工事２１０万円減額、入札よる減額となります。続いて情報通

信ネットワーク環境施設整備工事９００万円の補正がございます。それと、その下

になります１８備品購入費１８０万円補正です。これは、階段昇降車の購入費です。

車イスを乗せたまま、階段をスムーズに上り下りできるものです。学校生活におい

て、特別な支援が必要な生徒を支えるためのもので、新年度から早期に対応するた

めに、今回補正予算で計上させて頂いたものです。続いて、教育振興費４９万円の

減額です。就学援助認定者数の実績によるものです。次に、３ページ目一番下です。

社会教育費、町民センター費１１０万円の減額補正です。これは、町民センターの

管理に係る臨時雇用賃金の減額分となります。当初予算の積算時点で、新しい町民

センターの利用日数、利用回数等の予測がつかず、臨時雇用予定者２名分の賃金を

最大日数、回数で予算計上していましたが、実際には利用日数や利用回数が当初積

算分より少なかったことによるものと、現在、２名の臨時雇用者の方の通勤手当が

発生しなかったことによる減額分です。次の４ページです。保健体育費、保健体育

総務費１３６万８千円減額です。内容としましては、臨時雇用賃金９３万円の減額、
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これは、今年度の４月から小学校部活動が社会体育に完全移行することに伴い、小

学校社会体育に係る事務などをやってもらう事務補助員を雇用する予定でしたが、

年度当初の募集による応募がなかったことによるものです。次に負担金補助及び交

付金の全日本中学生ホッケー選手権大会出場補助金４３万８千円減額は実績によ

る減額分です。次に、給食センター費２３万円の減額補正です。調理員さんの途中

欠員によるものです。最後に、１ページをお願いします。歳入でございます。款の

１３国庫支出金、項の２国庫補助金、目５教育費国庫補助金、補正額１１３５万円

でございます。小学校費補助金７１０万円、中学校費補助金４２５万円でございま

す。この補助金につきましては、歳出で説明しました小中学校の情報通信ネットワ

ーク環境施設整備工事に係る補助金として充当される予定となります。この補正予

算を来週、開催されます議会に提案したいと思いますので、ご審議よろしくお願い

します。以上で説明を終わります。 

 

教育長（麻生廣文君） ただ今の事務局からの説明について、質問あるいはご意見等

があれば、お願いします。 

 

（「ありません」と呼ぶのもあり。） 

 

教育長（麻生廣文君） なければ議案第２号について原案のとおり決する事にご異議

ございませんか。 

 

教育委員全員 はい。 

 

教育長（麻生廣文君） 異議なしと認めます。よって議案第２号 令和元年度小国町

一般会計補正予算（第５号）の教育に関する事務に係る部分の意見聴取については

原案のとおりとすることに決定しました。 

続いて、日程第７ 議案第３号 令和２年度小国町一般会計予算の教育に関する事

務に係る部分の意見聴取について及び日程第８ 議案第４号 令和２年度小国町

坂本善三美術館特別会計予算の教育に関する事務に係る部分の提出のための意見

聴取については関連がありますので一括して議題とします。事務局からの説明を求

めます。 

 

 

事務局長（石原誠慈君） 議案第３号 令和２年度小国町一般会計予算の教育に関す

る事務に係る部分の提出のための意見聴取について、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第２９条の規定及び教育長に対する事務委任規則第１条第１２項の

規定により、別紙について、令和２年度小国町一般会計予算の教育に関する事務に

係る部分の予算提出のための意見を聴取する。令和２年３月５日提出 小国町教育

長 麻生廣文でございます。 
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 議案第４号 令和２年度小国町坂本善三美術館特別会計予算の教育に関する事務

に係る部分の提出のための意見聴取について、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第２９条の規定及び教育長に対する事務委任規則第１条第１２項の規定に

より、別紙について、令和２年度小国町坂本善三美術館特別会計予算の教育に関す

る事務に係る部分の予算提出のための意見を聴取する。令和２年３月５日提出。               

小国町教育長 麻生廣文でございます。 

それでは、右肩に３と書いてある資料をお願いします。令和２年度 小国町一般会

計予算（教育予算抜粋）というものでございます。まず４ページをお願いします。

初めに、歳出から説明をさせていただきます。目の１教育委員会費予算額１７７万

１千円、新規として、７報償費に教育委員会の事務に係る点検評価員謝礼として８

千円を計上しています。先ほど第１号議案で説明しました点検評価委員の謝礼とな

ります。次に目の２事務局費７９８０万３千円、昨年度より７５３万３千円増です

が職員給、手当等増によるものです。その他は前年度とほぼ同じ内容でございます。

６ページをお願いします。目の３国際交流指導費３２６万１千円、語学指導委託料

です。目の４小中高連携事業推進費４７５万５千円、前年度より１５９万５千円減

額です。減額の主なものは報酬の減によるものです。１８負担金補助及び交付金の

中の指定研究推進事業補助金として３０万円を新規で計上させて頂いています。こ

れは、来年度小国中学校で、学力向上推進地域指定研究発表会が開催される予定で

す。その開催経費として計上させて頂いております。その下になります幼稚園費、

目の１教育振興費５万円は前年度と変わりございません。７ページをお願いします。

小学校費、目の１、学校管理費８７３５万円、前年度より６１９４万８千円の減額

でございます。減額の要因といたしまして、前年度に空調機設置工事を行いました

ので、その経費が大部分をしめております。８ページをお願いします。１２委託料

がありますが、主なものとして、スクールバス委託料４５８０万円、一番下にござ

います学校ＩＣＴ支援業務委託料７１万３千円、これは、校内でＩＣＴ関係の支援

をして頂くための委託料でございます。１３使用料及び賃借料の一番下になります、

学校ＩＣＴ機器リース料３６万８千円、電子黒板４台分をリースにて導入するもの

でございます。９ページをお願いします。上から二つ目にあります教師用教科書指

導書等購入費５１４万６千円、これにつきましては新学習指導要領改訂実施に伴い、

新しい教師用教科書、指導書を購入するための予算を計上させて頂きました。目の

２、教育振興費３５５万４千円です。就学援助に関係する予算を計上させていただ

いております。その下になります中学校費、目の 1 学校管理費２８３９万１千円、

前年度より４９２１万６千円の減額でございます。小学校同様、前年度空調機設置

工事に伴う部分が大部分をしめております。１１ページをお願いします。上から５

番目になります１２委託料、学校ＩＣＴ支援業務委託料７１万３千円、小学校と同

様に校内でＩＣＴ関係の支援をして頂くための委託料です。１３使用料及び賃借料

の一番下になります学校ＩＣＴ機器リース料１８万２千円は、中学校については電

子黒板２台分をリースにて導入するものです。１２ページをお願いします。目の２

教育振興費４３８万３千円、就学援助に関係する予算を計上させて頂いております。
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目の３寄宿舎居住費１４３３万８千円、予算内容は前年度とほぼ変わりございませ

ん。令和２年度は２０名程度の入寮生徒数で予定しています。１３ページをお願い

します。中ほど下の方にあります社会教育費、目の１社会教育総務費８１５万２千

円、前年度より２７３万６千円の減額。主な減額の要因としては、前年度の歴史遺

産教材作成費用が大部分をしめております。教材も完成しますので、今後、各世帯

に配布する予定しています。その他は、前年度とほぼ変わりありません。１４ペー

ジの下の方になります。目の２公民館費９４万５千円、主に文化祭、成人式に関係

する予算でございます。ほぼ前年度同様の予算を計上させて頂いております。次の

ページをお願いします。目の３集会所運営費は住民課の所管となります。その下の

目の４文化財保護費４０７万５千円、前年度より３２７万５千円の増額です。増額

の主なものとして１６ページにあります１４工事請負費３００万円、旧国鉄宮原線

幸野川橋梁補修工事、北里西村にある通称名竹筋橋の補修工事を行うことになりま

す。この予算を計上させて頂いております。続いて目の５、交流多目的施設費、予

算額５１９万５千円、町の図書室に関係する予算でございます。内容的なものは前

年度と変わりありません。１７ページをお願いします。目の６、町民センター費３

８２万４千円、町民センターに関係する予算でございます。１８ページの１３使用

料及び賃借料の中の防犯カメラリース料６万６千円、庁舎内に合わせて防犯カメラ

の設置を行う予定にしています。その他の予算は前年度と変わりありません。１８

ページをお願いします。保健体育費、目の６、保健体育総務費６３５万４千円、下

の方になります１８負担金、補助金及び交付金、パラリンピック聖火フェスティバ

ル採火式負担金４０万円を新規で計上させて頂いております。今年開催のパラリン

ピックに伴い、阿蘇市で現在のところ採火式を行う予定であり開催負担金として計

上させて頂いております。次のページをお願いします。１９ページ、目の 2、体育

施設費１３７６万６千円、前年度と比較して２２５万１千円の減額でございます。

減額の主なものとしましては、前年度に、旧万成小学校の体育館の屋根塗装修繕工

事を実施した経費が大部分をしめております。１１役務費の林間広場清掃手数料５

３万９千円。林間広場の清掃、主に草刈りなど行なってもらうための予算として計

上させて頂いています。１２委託料小国ドーム管理委託料１２０万円を計上させて

いただいています。小国ドーム管理を委託する予定にしています。その下の社会体

育施設清掃委託料５９万２千円、主に林間広場と旧小学校体育館のトイレ清掃につ

いての委託を予定にしています。現在はサポートセンター悠愛にお願いしていると

ころです。目の 3 給食センター費５８３８万７千円、前年度と比較しまして４０７

万９千円の減額です。減額の主な部分としましては、前年度から、報酬、需用費、

備品購入費の予算等のそれぞれの減額によるものです。内容的には大きく変わると

ころはございません。次に、１ページをお願いします。歳入について簡単に説明さ

せて頂きます。目の６教育使用料として、職員住宅使用料、保健体育使用料、町民

センター使用料がございます。これが主なものでございます。その下に目の７、教

育国庫補助金として小学校費補助金、中学校費補助金がございます。次のページ目

の６教育費県補助金、小学校費補助金、社会教育費補助金というものがございます。
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その下目の５、教育費委託金支援学校給食費委託金として３０７万１千円がござい

ます。続いて３ページをお願いします。大きなものとしましては、給食収入。学校

給食収入として２６９７万５千円がございます。以上一般会計歳入歳出予算につい

ては説明をおわります。続いて、右肩に４と書いてある資料があると思います。令

和２年度坂本善三美術館特別会計予算でございます。まず、令和２年度、坂本善三

美術館が開館２５周年を迎えます。２５周年記念として、県外から作家を招待し、

演劇による作品を制作する予定です。住民ワークショップなどを行いながら台本作

成や美術館での展覧会などを行う予定にしています。それでは、資料の１ページ目

をお願いします。歳入です。使用料及び手数料の美術館使用料として３２５万５千

円、美術館の入館料です。繰入金８３３万円です。諸収入が５４万円、内容として

はミュージアムショップの売上金が４８万円、美術教室参加費６万円です。２ペー

ジ目をお願いします。歳出になります。本年度、一般管理費１２１２万５千円です。

前年度より１５４万２千円の減額です。昨年度、美術館本館を中心に害虫駆除費と

して１５０万円を予算計上させて頂いておりましたので、その部分が主な減額の要

因となっています。主なものは、２ページ目７報償費、講師謝礼９０万円、展覧会

や美術教室等に係る講師謝礼でございます。１１役務費の下から二つ目、台本製作

費として５０万円を計上させていただいています。開館２５周年記念事業に係る経

費でございます。その他は、通常の美術館における展示や運営・管理に関する費用

でございます。以上、説明を終わらせていただきます。なお、来週の議会常任委員

会に提案しますのでご審議よろしくお願いします。説明は以上でございます。 

 

教育長（麻生廣文君）それでは、ここで１０分程休憩をとりたいと思います。５０分

から始めます。 

              （休憩） 

 

教育長（麻生廣文君） それでは、先ほどの事務局からの説明について、質問あるい

はご意見等があれば、お願いします 

 

教育委員（横尾祐輔君）一般会計の５ページ小国高校ホッケーの補助金は全国大会に

行くだろうという事であげているのですか。 

 

事務局長（石原誠慈君）はい。実際行かなければ、執行しないです。 

 

教育委員（横尾祐輔君）あらかじめこれだけの予算を取っておこうというものですね。 

 

事務局長（石原誠慈君）はい。 

 

教育長（麻生廣文君） もう少し付け加えますと、試合がありまして全国大会までに

時間がとれない時が、非常に無理をしまして補正で議会に審議ができない場合もあ
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るので、あらかじめ計上しています。その他、質問あるいはご意見等があれば、お

願いします。 

 

教育委員（田代篤雄君）一般会会計予算の４ページの点検評価委員の謝礼ですがこれ

は１年間通していろいろやるわけではないのですか。 

 

事務局長（石原誠慈君）先ほどの報告しました２回の評価時に対してです。 

 

教育委員（田代篤雄君）例えば任期があってその期間の報酬というわけではないので

すね。 

 

事務局長（石原誠慈君）そうではないです。点検いただいた時の分です。 

 

教育委員（田代篤雄君）わかりました。 

 

事務局長（石原誠慈君）予算の中で付け加えをさせていただきます。体育施設の管理

についてです。１９ページになります。体育施設の１１役務費、林間広場清掃手数

料がございます。その下の委託料小国ドーム管理委託料、社会体育施設清掃委託料

というのがございますが、管理体制が令和２年４月１日から今まで林間広場の方は

管理人の方を雇って管理をしていましたが、これからはこの管理については今まで

もそうでしたが何かあったら職員の方で対応しようという事が前提にありまして、

林間広場に管理人を置かず、草刈りなどにつきましては別にお願いをして行うとい

うことになりますのでご承知おきいただきたいと思います。ドームについては委託

する方向で予定をしています。 

 

教育長（麻生廣文君） その他何かご質問等あれば、お願いします。 

 

教育委員（千明和浩君）予算の仕組みがよくわかっていない事を前提にお尋ねしたい

のですが、今年度の補正予算ですよね。先ほどこの中でＩＣＴ関連の国の方で補助

金が出るという１１３５万円が次年度に繰り越されるとおっしゃっていたのです

が、これは２年度の一般会計に入っているのですか。それともスライドするのです

か。 

 

事務局長（石原誠慈君）当初には入っていないです。 

 

教育委員（千明和浩君）これはどうなるのですか。替えるのですか。 

 

事務局長（石原誠慈君）別に補正を組ませていただきましたので当初の一般会計には

入りません。 
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教育委員（千明和浩君）ただ事業としては次の年度に行うと。 

 

事務局長（石原誠慈君）はい。そうです。 

 

教育長（麻生廣文君）係長、段取り等で説明をしてください。 

 

事務局（後藤栄二君）通常町の会計は会計年度の原則で、単年度で事業を終わらせな

いといけないのですけども、実際事業がいろんな計画を進める中で住民の説明とか

いろんな事情がありますけども、スムーズに済まない時に議会の議決になるのです

が、明許繰り越しといいまして、この事業については次年度に繰り越していいかと

いう議決を取りましてその分について承認いただいた分は翌年度に予算を繰り越

して事業ができるということになります。 

 

教育長（麻生廣文君）もうひとついいますとＩＣＴ事業につきましては、手を挙げて

補助金を取る必要もありますので、少しでも早く手を挙げて補助を付けていただけ

ればということで申請を急ぎたいという事。それから発注等も早めに議会の承認を

得られれば、そのあとの準備が非常にスムーズに進められるという事で本年度中に

予算を計上してＧＯサインが出たらすぐにでも取りかかろうというものです。よろ

しいでしょうか。 

 

教育委員（千明和浩君）平成２年度の方には国の方のネットワーク補助金というのは

ないのですか。 

 

事務局（後藤栄二君）国は、今回の令和元年度予算を令和 2 年度へ繰り越して対応し

ます。決算書では、今回の繰り越し分も合わせて令和２年度の当初予算分と令和元

年度分の決算を合わせて決算書として提出されるようになります。今後、端末につ

いては、令和２年度の補正予算で計上する予定です。 

 

教育委員（千明和浩君）わかりました。 

 

教育長（麻生廣文君） 他ございませんか。 

 

教育委員（梅田聖子君）まず、会計予算の５ページの小国高校補助金１８０万円はど

んな形でどのようなに使われるのですか。 

 

事務局長（石原誠慈君）小国高校の支援補助金というのが、まず小国高校の方から要

望がございます。小国町と南小国町両町で、要望を町長、総務課長等、事務局長で

協議をいたしましてこの金額を決定するものとなります。中身については、いろい

ろな要望がありました。 



 

 16 

事務局（後藤栄二君）どちらかというと、保護者の負担軽減するようなものが多いで

す。英検に対する助成とか通学費の補助とかです。 

 

教育委員（田代篤雄君）人件費には当てられないですね。 

 

事務局（後藤栄二君）人件費は、課外学習がある時は保護者が負担しますが、その分

を補助金からという決算書の報告書があります。それは先生向けに入るのではない

かと思います。 

 

教育長（麻生廣文君）教科書購入の補助も今年度も認められていますか。高校生の新

入生分も入っていますか。 

 

事務局（後藤栄二君）たぶん事業の中に入ると思います。 

 

教育長（麻生廣文君）保護者の負担を軽減し小国高校に少しでも入りやすくするとい

った趣旨のもと、両町の町長が音頭を取ってやっています。教育関係で教育委員会

の中から提案という形になっています。よろしいでしょうか。 

 

教育委員（梅田聖子君）はい。 

 

教育長（麻生廣文君） 他ございませんか。 

 

教育長（麻生廣文君） なければ議案第３号及び議案第４号について原案のとおり決

することにご異議ございませんか。 

 

教育委員全員 はい。 

 

教育長（麻生廣文君） 異議なしと認めます。よって議案第３号 令和２年度小国町

一般会計予算の教育に関する事務に係る部分の提出のための意見聴取について、及

び議案第４号 令和２年度小国町坂本善三美術館特別会計予算の教育に関する事

務に係る部分の提出のための意見聴取については、原案のとおりとすることに決定

しました。 

日程第９ 議案第５号 令和元年度小国町就学援助児童生徒の認定（第３回）につ

いてを議題とします。事務局からの説明を求めます。 

 

教育委員会事務局（石原誠慈君）議案第５号 令和元年度小国町就学援助児童生徒の

認定（第３回）について、学校教育法第１９条の規定に基づき小国町就学援助規則

第５条第１項及び教育長に対する事務委任規則第２条の規定により、令和元年度小

国町就学援助児童生徒の認定（第３回）について、別紙のとおり意見を聴取する。



 

 17 

令和２年３月５日提出 小国町教育長 麻生廣文でございます。資料としては、右

肩に５と書いてあります令和元年度小国町入学準備金就学援助関係資料になりま

す。資料の説明につきましては後藤の方がいたします。 

 

教育委員会事務局（後藤栄二君）資料５の１ページをお開き下さい。本年度の就学援

助等の児童生徒の就学援助費の認定状況について掲載しています。小学校につきま

しては、これまでに２回認定会議を開いております。２７名申請がございまして２

７名全員認定しております。中学校の方も２４名申請がありまして全員認定いただ

いたところです。今回入学準備金としまして小学校の下段をご覧ください。就学前

の家庭の申請者数と現６年生来年度中学校７年生の申請が６件出ております。合計

１１件の申請があがっております。このうち２ページをご覧いただきたいと思いま

すが、１１件の申請のうち網掛けの部分の５件につきましては本年度すでに認定を

している世帯でございます。所得の基準でいくと世帯の状況に変更はございません

ので認定をさせていただいています。今回教育委員会会議におきましてその下の６

件の世帯につきまして認定をお諮りいただきたいと思います。 

【以下個別の資料に沿って説明を行う。説明内容は個人情報のため省略】 

 

教育長（麻生廣文君） よって議案第５号令和元年度小国町就学援助児童生徒の認定

（第３回）については番号５８番１件を除き一部修正により決することにご異議ご

ざいませんか。 

 

教育委員全員 はい。 

 

教育長（麻生廣文君） 異議なしと認めます。よって議案第５号令和元年度小国町就

学援助児童生徒の認定（第３回）については番号５８番１件を除き一部修正により

認定することに決定しました。 

 

教育長（麻生廣文君） 日程第９ 同意第１号 小国町社会教育委員の選任について

を議題とします。事務局からの説明を求めます。 

 

事務局（石原誠慈君） 同意第１号 小国町社会教育委員の選任について。小国町社

会教育委員を別紙のとおり選任したいので、社会教育法第１５条第１項、第２項の

規定及び教育長に対する事務委任規則第１条第１３項の規定により、教育委員会の

同意を求める。令和２年３月５日提出 小国町教育長 麻生廣文でございます。資

料、右肩に６と書いてあるものをご覧ください。資料については社会教育委員名簿、

と社会教育法の抜粋と社会教育委員条例です。社会教育委員名簿にありますよう

に、現在５名の方々に小国町社会教育委員になって頂いておりますが、５名の方の

任期が今月末までとなっております。引き続き、５名の方にお引き受け頂きました

ので、本日の教育委員会に報告し同意をお願いするものでございます。よろしくお
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願いいたします。 

 

教育長（麻生廣文君） ただ今の事務局からの説明について、質問あるいはご意見等

があれば、お願いします。 

 

教育長（麻生廣文君） それでは同意第１号について原案のとおり同意することにご

異議ございませんか。 

 

教育委員（全員） はい。 

 

教育長（麻生廣文君） 異議なしと認めます。よって同意第１号小国町社会教育委員

の選任について」は原案のとおり同意することに決定しました。 

それでは、日程第１１ ｢その他｣となっていますが、委員の皆様からあるいは事務

局の方から何かあればお願いします。 

 

教育委員（横尾祐輔君） 最初の資料の新規要綱の事を、大まかでいいので説明して

いただくといいです。小国町未来塾事業実施要綱は、町の予算で学習の補講をする

という事ですか。 

 

事務局（宮本竜二君） まず小国町地域未来塾は今やっているのですが、中学校のフ

ォローアップスクールを夏休みに熊大生が中学生に勉強を教えるというものです。

あと、夏休み学習会としまして例年やっている外国人による英会話指導の要綱があ

りませんので作りました。 

 

教育委員（横尾祐輔君） これは、常設の教室をという事ではないですね。夏休みの

大学生の学習をやること。 

 

事務局（宮本竜二君）そうです。事業をするための要綱を作ったものです。 

 

教育長（麻生廣文君） 私から説明いたします。この地域学校協働本部というのが昨

年度から本町で取り組んでおりまして、本年度は推進員コーディネーター的な役目

の人を今年度１０月に任命することができて、この地域学校協働本部の事業を内容

の充実を図っているところでございます。その中には地域未来塾の構想であったり、

放課後子供教室などの事業もあります。現在のところ地域未来塾につきましては、

指導者等をかなり半年ほどかけて探していただいたのですがおりませんので、今の

ところ町としての無料塾の部分に関わる部分についてはまだ開催ができない状況

であります。他市町村は無料塾を開催している市町村は結構あります。とりあえず、

未来塾につきましてはこれまで、大学生あるいはＹＭＣＡの方々に夏休み等に来て

いただいて指導していた部分を未来塾の一端とすることができるという県の承諾



 

 19 

がありましたものですから、一応あげて、町の方の補助あたりに県からいただける

ようになったというものです。この未来塾につきましては中学校あてになります。

例えば阿蘇市の一の宮中、阿蘇中は現在行っております。長期休業中講座を開いた

りするのが他市町村では多いようであります。できるかなというところで今段階を

踏んでいるところでございます。もう一つの小学校の放課後子供教室につきまして

は、これまで英会話教室を６年生向けに行っておりましたが、これが該当するとい

う事でこれを１つ取り組みましたし、もう１つ新年度からはパソコン教室を開きた

いという事で、こちらは講師が見つかったものですから、いずれにしましても指導

していただける方がいない限りなかなか進まないものですから、そうしたところで

今探しているところでございます。必要は感じますので、これはまだ町長に相談し

ていませんけども、途中で指導者等が見つかれば、教育委員の皆様の後押しがあれ

ば町長に申し上げて補正を組んでいくなり進めることもできるかなと思っている

ところではあります。他市町村は定期的に行っている市町村もありますけども、ど

ちらかといえば長期の休暇中にまとめてしたりそれから、町で雇っています教育指

導員の方々やボランティアの方を募って進めているところが多いようであります。

私の方からは現在のところそういったところであるというところです。よろしいで

すか。 

 

教育委員（横尾祐輔君）はい。 

 

教育長（麻生廣文君）なければ、地域学校協働活動本部事業につきましては一歩一歩

進めていきたいと思いますのでご理解の程よろしくお願いいたします。 

 

教育長（麻生廣文君） 他ございませんか。なければ、閉会したいと思います。ご審

議ありがとうございました。これをもちまして、令和２年第２回小国町教育委員会

会議を閉会いたします。お疲れ様でした。 

 

（午後３時３０分） 
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